
ワクチン副作用について 

 

国産ワクチンの救済制度 

国産ワクチンを接種し、副作用が出現した場合、独立行政法人医薬品医療機器総合機構による医薬品

副作用被害救済制度が適応されます。これは、法律（医薬品医療機器総合機構法）に基づく公的な制度で

す。医薬品（病院、診療所で処方されたものの他に薬局で購入したものも含まれます。）を適正に使用したに

もかかわらず、副作用によって行ってレベル以上の健康被害が生じた場合に、医療費等の諸給付を行うもの

です。給付の種類としては、医療費、医療手当等があります。詳しくは、下記のリンクよりご確認ください。  

・独立行政法人医薬品医療機器総合機構   ⇒             

輸入ワクチンの救済制度 

当院では、信頼できる輸入ワクチン（国内未承認ワクチン）を一部で使用しています。当院で取り扱っている

輸入ワクチンは、日本では未承認ですが海外で広く一般的に使用されその効能・安全性が確認されているワ

クチンです。当院では、IMMC 社、MONZEN Corporation からワクチンを輸入しております。副作用についての

対応では、IMMC 社、MONZEN Corporation が提供している救済措置が適応されます。下記のリンクよりご確

認ください。  

・IMMC 輸入ワクチン副作用救済制度   ⇒               

・MONZEN Corporation 輸入ワクチン副作用被害救済補償制度  ⇒     

当院で取り扱っている輸入ワクチン 

A 型肝炎ワクチン(Havrix 1440) – Glaxo Smithkline 社製  

接種回数：1 回接種で約３～５年間、半年～1 年後に 2 回目の接種で約１５年の免疫力持続  

狂犬病ワクチン(VeroRab) – Sanofi Pasteur 社製  

接種回数：初回、1 週間後の 2 回接種で約 2 年の免疫持続、2 年毎に追加接種で抗体維持 

Tdap(Boostrix)– Glaxo Smithkline 社製 

接種回数：1 回（小児期に三種混合、二種混合ワクチン接種を完了して、10 年以上経った方を追加接種。主

に北米への中高生の渡航時には必須）  

 

https://www.pmda.go.jp/
http://www.imm-c.com/productlink.html
https://www.monzen.co.jp/html/newpage.html?code=35

